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Summary

The exploration for collecting sugarcane wild species, Saccharum spontaneum L., in the Aira area 
of Kagoshima Prefecture was carried out in order to expand genetic resources of mainland Kyushu on 
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5th October in 2016. In this exploration, seven accessions were collected from roadside, riverside, and 
reclaimed land.
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摘要
2016 年 10 月 5 日に九州本土におけるサトウキビ遺伝資源の拡充を目的として，鹿児島県姶良

地域においてサトウキビ野生種（Saccharum spontaneum L.）の探索および収集を行った．この探
索において，道路沿いの空き地，川沿いの土手および干拓地から 7 点のサトウキビ野生種を収
集した．

キーワード：姶良地域，鹿児島県，サトウキビ，野生種，Saccharum spontaneum

１．目的
現在の製糖用サトウキビ（Saccharum spp. hybrid）は，栽培起源種である高貴種（Saccharum 

officinarum）と近縁種属植物の交雑により成立している（Daniels and Roach 1987）．近縁種属植
物のうち，特に，サトウキビ野生種（Saccharum spontaneum, 和名：ワセオバナ，以下，野生種）
は耐病性や不良環境耐性を付与するための重要な育種素材として広く利用されてきた．一方で，
Rao et al. （1973）で示されるように，野生種は一般的に高貴種と比較して糖度が低いため，野生
種との種間雑種系統は “ 高貴化 ” と呼ばれる，糖度の高い品種・系統との交雑を繰り返して，製
糖利用に十分な糖度まで高めるプロセスが必要となる（Bremer 1961）．

高貴化のプロセスを短くするための一つのアイデアとして，糖度の高い野生種を見い出し，育
種素材として利用することが挙げられる．野生種はインド北部が起源とされており，南アジア，
東南アジアを中心に熱帯・亜熱帯地域から温帯まで広く分布している（Panje and Babu 1960）．我
が国でも永冨ら（1984）をはじめとする野生種の探索・収集が行われ，現在では南西諸島を中心
に九州から本州の太平洋沿岸に自生する野生種が遺伝資源として保存されている。また，境垣内
ら（2015）では SSR マーカーによる国内野生種の解析の結果，南西諸島の野生種群ならびに九
州本土・本州の野生種群に分類できることを示している．

糖度の高い国内野生種に関する先行研究として，Nagatomi and Degi（2007）は関東の野生種は
自生地での Brix が高いこと，また，Sakaigaichi et al. （2016） は，同一圃場において南西諸島の野
生種群と関東・東海の野生種群を比較して，関東・東海の野生種群は Brix の中央値が有意に高
いことを明らかにした．このことから，九州・四国・本州の野生種には Brix が高いものが多く，
これらの利用促進を図ることが，高貴化のプロセスが短い種間交雑育種の構築のための一つの展
開方向と考えられる．

しかしながら，南西諸島の野生種と比較して九州・四国・本州の野生種は保存点数が少なく，
特に，収集点数が少ない九州・四国では新たな遺伝資源の探索・収集が必要である．このうち鹿
児島本土では，松岡ら（2004）をはじめとして，佐藤ら（2005），服部ら（2012）が野生種を探索・
収集しているが，九州沖縄農業研究センター種子島研究拠点での保存は JW781（鹿児島県枕崎
市収集）のわずか 1 点である．著者の竹牟禮の事前探索に加えて，鹿児島県農業開発総合センター
の佐藤光徳氏から，既知の収集地以外にも鹿児島県姶良地域には複数の野生種自生地が存在する
との情報を受けたため，野生種の探索・収集を行った．以下，この結果を報告する．
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２．探索・収集の方法
探索は 2016 年 10 月 5 日に鹿児島県姶良地域で実施した．移動は乗用車で行い，乗用車が進入

できない地点では徒歩により探索した．経路は著者らが事前に確認している地点を通るように設
定した．通常，探索では出穂茎を目印とするが，鹿児島本土の野生種の出穂は 7 ～ 8 月とされる
ため（佐藤ら 2005），花が散った後の穂軸ならびに茎に着生する芽子に着目して探索を行った．
なお，同一栄養体の収集を避けるため半径 500m 以内にある野生種は収集しなかった．野生種の
収集は栄養体の茎で行い，九州沖縄農業研究センター種子島研究拠点で保存している． 

３．探索・収集結果
今回の探索では 8 カ所で野生種を発見し，このうち 7 点を収集した．収集地点を Fig. 1 と Table 1，

また，自生地の状況を Photo1 から 8 に示す．収集した野生種 7 点は JW 788 から JW794 の名称
ならびに JP 番号を付した．なお，すべての地点ともに収集以前に草刈りが行われており，本来
の野生種の茎の長さや茎の搾汁液の Brix が把握できなかったため，通常実施する特性調査は行

Site Accession JP No. Species Location Latitude/ Longitude Condition
A JW 788 258254 S. spontaneum Higashimochida, Aira City N31-43-07/E130-38-15 Road side
B JW 789 258255 S. spontaneum Sanjittu-chou, Aira City N31-44-34/E130-36-46 River side
C JW 790 258256 S. spontaneum Kamou, Aira City N31-46-23/E130-33-08 River side
D JW 791 258257 S. spontaneum Ikeshima, Aira City N31-43-12/E130-36-48 River side
E JW 792 258258 S. spontaneum Kajiki, Aira City N31-43-28/E130-38-49 River side
F JW 793 258259 S. spontaneum Kajiki, Aira City N31-44-31/E130-39-30 Road side
G JW 794 258260 S. spontaneum Hayato, Kirishima City N31-43-07/E130-43-24 Reclaimed land

Table 1. List of sugarcane wild species collected in the Aira area of Kagoshima Prefecture 
表 1. 鹿児島県姶良地域で収集したサトウキビ野生種のリスト

Fig. 1. The collection sites in Aira area.
            A to G indicate collection sites of JW 788 to JW 794, respectively.
図 1. 姶良地域における収集地点．
         A から G はそれぞれ，JW 788 から JW 794 の収集地点を示す．
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なっていない．
収集地 A の姶良市東餅田松原は鹿児島県総合運転免許試験場の敷地外の道路沿いで，長さは

50m 以上にわたる大きな群落であった（Photo 1，JW 788）．収集地 B は姶良市三拾町の別府川
の土手であり，200m 以上にわたる非常に大きな群落であった（Photo 2，JW 789）．収集地 C は
姶良市蒲生町白男の前之郷川沿いの土手であり，長さ 5m 程度の小さな群落であった（Photo 3，
JW 790）．この収集地 C は鹿児島湾を 5km 以上遡った山間地であり，一般的に野生種が発見さ
れる河口付近といった地理的条件とは大きく異なっていた．収集地 D は姶良市池島町の思川沿
いの土手であり，長さ 5m 程度の小さな群落であった（Photo 4，JW 791）．収集地 E は姶良市加
治木町須崎の道路沿いの空き地であり，長さ 20m 程度の群落であった（Photo5 ，JW 792）．収集
地 F は姶良市加治木町反土の網掛川沿いの土手であり，長さ 10m 程度の群落であった（Photo 6，
JW 793）．収集地 G は霧島市隼人町真孝の海沿いの干拓地であり，長さ 100m 以上の大きな群落
であった（Photo 7，JW 794）．また，立ち入りができず収集を行わなかったが，姶良市の JR 帖
佐駅のホームにも野生種が自生しており，通常，収集で目印とする出穂茎も確認した（Photo 8）．

４．所感
鹿児島県姶良地域の探索において，8 カ所で野生種の自生を確認し，このうち 7 点の野生種を

収集した．姶良地域の南北 5km，東西 10km という狭い範囲での収集であったため，境垣内ら（2015）
と同様の方法で，持ち帰った野生種の葉身から DNA を抽出して，SSR マーカーによる多型解析
を実施した．この結果，いずれも異なるバンドパターンが認められており（データ略），7 点の
野生種はいずれも同一栄養体ではないと判断している．

探索した 8 カ所の野生種自生地のいずれも，収集以前に草刈が行われていた．このため，当初，
目的としていた姶良地域の野生種の Brix が高いか否かについて，収集時点では明らかにできな
かった．この点については，今後，保存している九州沖縄農業研究センター種子島研究拠点での
調査を通して解明する．一方で，自生地付近の草刈りが行われていない場所では，ススキなどの
別の植物が優占種となっており，野生種は確認できなかった．草刈りという人間の関与があるこ
とにより，姶良地域で野生種の自生が維持されている可能性が示唆された．

収集で印象的であったのは収集地 C の JW 790 の自生地である．我が国では河口付近に野生種
が自生している場合が多く，通常は河口付近を中心に探索を実施する．一方で，この収集地は河
口から 5km 以上も遡った山間部であり，事前の情報がなければ探索の経路に設定しない場所で
ある．このような場所に野生種が自生していたことは著者にとって大きな驚きであった．さらに，
地点 C は山間部にあり冬には高い頻度で降霜害を受ける．これは沿岸にあり降霜が少ないと考
えられる収集地 G の JW 794 の自生地と比較して，越冬環境は厳しい．今回は糖度が高い野生種
を収集することを目的としたが，JW 790 は優れた越冬性を有している可能性がある．Hale et al. 

（2014）はアメリカにおけるエネルギー用サトウキビ品種の育種素材として野生種に着目し，越
冬性を想定した低温耐性のスクリーニングを実施している．JW 790 など収集した野生種につい
て，糖度のみならず，低温耐性を強化する育種素材としての活用も期待される．  
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Photo 1. A habitat of S. spontaneum at Higashimochida, Aira city (JW 788) 
写真 1．姶良市東餅田におけるサトウキビ野生種の自生状況（JW 788）

Photo 2. A habitat of S. spontaneum at Sanjittu-cho, Aira city (JW 789)
写真 2．姶良市三拾町におけるサトウキビ野生種の自生状況（JW 789）
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Photo 3. A habitat of S. spontaneum at Kamou, Aira city (JW 790)
写真 3．姶良市蒲生におけるサトウキビ野生種の自生状況（JW 790）

Photo 4. A habitat of S. spontaneum at Ikeshima, Aira city (JW 791)
写真 4．姶良市池島におけるサトウキビ野生種の自生状況（JW 791）
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Photo 6. A habitat of S. spontaneum at Kajiki, Aira city (JW 793)
写真 6．姶良市加治木におけるサトウキビ野生種の自生状況（JW 793）

Photo 5. A habitat of S. spontaneum at Kajiki, Aira city (JW 792)
写真 5．姶良市加治木におけるサトウキビ野生種の自生状況（JW 792）
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Photo 8. A habitat of S. spontaneum at Chousa station, Aira city
写真 8．姶良市帖佐駅におけるサトウキビ野生種の自生状況

Photo 7. A habitat of S. spontaneum at Hayato, Kirishima city (JW 794)
写真 7．霧島市隼人におけるサトウキビ野生種の自生状況（JW 794）




